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   管 理 部   生 活 部     
 ①まちづくり活動 
 ②自然環境保全 
 ③資源リサイクル 

  
 ①高齢者交流サロン

 ②配食サービス 
 ③子育て支援活動 

  羽曳が丘 E ＆ L 

  理 事 会 

    
 ①広報・印刷事業 
 ②集会所業務管理 
 ③企画事務・会計 

ビオトープクラブ 
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 ○全国的に市民団体(ＮＰＯ等)と行政

との「協働」が推進されています。「協

働」とは、共同でなくそれぞれのでき

ることを持ち寄って、まちづくりを実

践するものです。例えば､行政では実践

が難しいまちづくりの分野を市民団体

が担うものです。羽曳野市では今年度

から自治振興課の名称を「市民協働ふ

れあい課」に変更して、市民からの提

案を受入れて、市民と協働するという

方向に向かっています。 

○平成１８年度、府内市町村では行

政・住民・ＮＰＯ・企業などの協働

による地域の支援体制の構築を目

指し、ビジネスモデル事業を実施し

ています。３月開催の「ＣＢフオー

ラムおおさか」で、泉佐野市・高槻

市・豊中市・枚方市などのモデル事

業が報告されました。ＮＰＯと行政

職員が壇上に並んで、それぞれの立

場で地域のＣＢ事業に取組んでい

る協働事例が発表されました。

○大阪府のＮＰＯ推進資料には、

「企業・行政は社会を構成する大き

なセクターです。ＮＰＯとは随分性

格の異なる存在ですが、建設的な批

判を含む働きかけをしたり、逆に協

働で事業を行うなど、地域課題に積

極的に関わることで社会をより良

くすることができる」と解説してい

ます。分野の異なる企業が異なった

技術を持ち寄って新しい製品開発

に取組むことも協働に相当します。
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会員特典 

①行事・研修会・見学会などの活動を案内します。 

②広報紙やホームページで賛助会員（企業・商店）を紹介します。 

③E＆Lの活動では非営利有償活動団体保険に加入します。 

入会手続 

①年会費  正 会 員  １０００円 １口以上 

賛助会員    ５０００円 １口以上 

②申込書に年会費を添えて集会所へお申込み下さい。 

毎週月曜日・水曜日午後２時～午後４時 

第一集会所  岡田 ９５８－４１２５        

第二集会所  遠藤 ９５８―６７１６        

第三集会所  畑  ９５８―９５７１   

③または、申込書に年会費を添えて各部理事へお申込み下さい。 

④会員期間は４月 1日～３月３１日の事業年度に準じます。 

⑤賛助会員は商店・企業・地域団体の方々へ入会をお願いしています｡

       会   員（２０５人）・   賛助会員（２０社） 

申込用紙は 
集会所に 
あります 

□近年は地域社会の高度化と複合化

の課題に取組んでコミュニティ・ビ

ジネスをめざすと云われているが、

高度化と複合化は拡大する一方であ

る。特に新規事業に取組むと人材や

資金などの課題が多い。例えば、前

述の子育て支援も課題は多かった

が、まず、関係スタッフが実践する

ための理念を共有して、実践のため

の課題を整理し、ポイントを絞って

企画・前進することだと思った。  

□昨年、羽曳野市へ申請した子育て

支援事業は実績不足から認可され

なかった。本年も「つどいの広場」

事業に申請したが、実績不足で選定

外になった。管理部ではこれらの申

請業務に関わった経緯から、子育て

支援の必要性を痛感した。補助金に

頼っていた訳ではないが、羽曳が丘

として自主的な子育て支援事業に

取組むべきと思った。事業方針が地

域から評価されれば、地域団体や市

民からの資金支援も可能と思う。 

□大阪府モデル事業の申請の主旨で

悩んでいた時、総合福祉協会から高

齢者と子育て支援をリンクするアド

バイスがあった｡その瞬間、めざすべ

き事業の理念が見えた。大阪府の社

会福祉協議会・健康福祉部・総合福

祉協会の方々の現地視察とご指導に

は深く感謝しています。この事業に

取組んでやがて１年になる。今、ビ

オトープクラブのメンバーは自然環

境保全と子育て支援の必要性を実感

して前進している。(管理部西田) 


